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背景と目的
• 少子高齢化、人口減少、モータリゼーション普及による長期的な乗合

バス利用者の減少
• バスドライバーの高齢化による運転手不足への危機感

背 景

目 的 • 小学生を中心とした地域住民のバス利用の促進
• 地域の移動手段である路線バスを将来に亘り維持するため、社会全体で

「乗って育む」意識を啓発
• 皆でバスに乗り合うことによる環境負荷の低減

プロジェクトの内容
概 要 小学生のバス利用を促進し、バス利用者の増加につなげるため、

県内全ての小学生を対象にバス無料デーを実施した。
（小学生を対象とした全県規模の実施は全国初！）

静岡県内の学校に通う小学生 524校 約173,000名
（国公立・私立小学校、特別支援学校、外国人学校の全児童）

令和６年12月７日（土）～８日（日） ２日間

静岡県内を運行する路線バス・コミュニティバス
（土日運休路線、高速道路走行路線等一部対象外の路線・区間あり）

リーフレットをバス運転士に提示

ハッピーライドin静岡プロジェクト実行委員会
 構成員：国、県、市町、（一社）静岡県バス協会、乗合バス事業者
 事務局：静岡県バス協会、静岡県地域交通課

静岡鉄道株式会社、静岡県地球温暖化防止活動推進センター
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利用方法

結 論
• バス無料デー（乗車を体験する機会の提供）と、その周知広報やアンケート（考える機会の提供）によって、県民のバス利用の促進に対して一定の効果が

あったと考えられる。
• 一方、利用者の意識や行動スタイルは一度の啓発イベントで急激に変わるものではなく、定期的に取り組むことで徐々に変容していくため、利用者の増加

につなげるためには、本イベントの継続実施が必要と考えられる。
   ⇒ 今年度（令和７年度）も継続実施することが決定！

効 果
全国初のイベントなのに、
利用者が少なかったら
どうしよう･･･

イベントを実施して、バス
事業者の運賃収入が減少し
たらどうしよう･･･

今回のイベントがバスへの関心
の向上や利用意識の醸成につな
がったのだろうか･･･

前週、翌週のいずれと比較し
ても増加！
子どもは前週、翌週の４倍！

前週、翌週のいずれと比較
してもやや増加！
減収にはなっていない！

小学生の運賃は無料だが、もともと利用して
いなかった人が利用したため減収にはならず、
一方で同行する保護者は有料であるため、全
体として増収につながったものと推察される

無料デーでなくてもバスに乗って
みたい小学生が約８割！
子どもの経験になるから無料デー
に満足な保護者が８割以上！

効果の詳細はこちら
↓ 


